
 令  和  ７  年  産  業  建  設  委  員  会  調  査  視  察  報  告  書 

 ⽇     程  令  和  7  年  5  ⽉  7  ⽇  （⽔）〜  9  ⽇  （⾦） 

 視  察  先 
 及  び 

 調  査  事  項 

 佐  賀  県  武  雄  市  （  7  ⽇  午  後  3  時  〜  4  時  30  分） 
  ‧     治  ⽔  対  策  に  つ  い  て 
 佐  賀  県  唐  津  市  （  8  ⽇  午  前  9  時  30  分〜  11  時） 
  ‧     ⽔  産  業  の  振  興  に  つ  い  て 
 ⻑  崎  県  ⻑  崎  市  （  9  ⽇  午  前  9  時  30  分  〜  11  時） 
  ‧     ⽔  産  業  の  振  興  に  つ  い  て 

 参  加  委  員  今  ⻄  克  ⼰  （委  員  ⻑）、  尾  関  善  之  （副  委  員  ⻑）、  上  野  修  ⾝、 
 ⾼  橋  秀  策、  福  本  明  ⽇  ⾹、  松  ⽥  弘  幸 

 調           査           概           要 
 ＜  視  察  に  ⾄  る  背  景  と  ⽬  的  ＞ 
    由  良  川  に  つ  い  て  は、  計  画  を  ⼤  幅  に  前  倒  し  し  て  輪  中  堤  や  宅  地  嵩  上  げ  な  ど  の  治  ⽔  対  策 
 が  実  施  さ  れ  て  き  た  が、  現  在  は、  内  ⽔  対  策  が  課  題  と  なっ  て  お  り、  近  年  の  豪  ⾬  災  害  で 
 は、  ⾼  潮  の  影  響  も  含  め  て  市  街  地  の  浸  ⽔  が  課  題  と  なっ  て  い  る  こ  と  か  ら、  企  業  や  市  ⺠  の 
 協  ⼒  を  得  な  が  ら  治  ⽔  対  策  を  実  施  さ  れ  て  い  る  武  雄  市  の  取  組  を  調  査  す  る  こ  と  と  し  た。 
    ま  た、  ⽔  産  業  に  つ  い  て  は、  全  国  的  な  傾  向  と  同  様  に、  漁  獲  量  の  減  少、  漁  業  者  の  減 
 少、  消  費  量  の  減  少、  そ  れ  ら  に  伴  う  漁  業  経  営  の  悪  化  な  ど  が  課  題  と  なっ  て  お  り、  国  や  京 
 都  府  の  施  策  と  連  携  し  な  が  ら、  種  苗  放  流  ⽀  援、  ⼩  学  ⽣  等  へ  の  漁  業‧  ⿂  ⾷  の  普  及、  ス 
 マー  ト  漁  業  ⽀  援、  漁  業  体  質  強  化  ⽀  援  な  ど  に  取  り  組  ん  で  い  る  と  こ  ろ  で  あ  り、  新  た  な  ブ 
 ラ  ン  ド  の  構  築  等  に  取  り  組  ま  れ  て  い  る  唐  津  市  と、  ⽔  産  振  興  計  画  を  策  定  し  て  取  り  組  ま  れ 
 て  い  る  ⻑  崎  市  を  調  査  す  る  こ  と  と  し  た。 
 【武  雄  市】 
 ＜  対  応  い  た  だ  い  た  ⽅  ＞ 
 武  雄  市  議  会     事  務  局  ⻑ 
 武  雄  市     ま  ち  づ  く  り  部  治  ⽔  対  策  課  ⻑ 

 ＜  調  査  事  項  に  関  す  る  説  明  の  概  要  ＞ 
    武  雄  市  内  を  流  れ  る  六  ⾓  川  は、  ３  市  ３  町  を  経  て  有  明  海  へ  注  ぐ  ⼀  級  河  川  で、  勾  配  が  緩 
 や  か  な  こ  と  と、  有  明  海  の  ⼲  満  差  が  ６  ｍ  あ  る  こ  と  か  ら、  河  ⼝  か  ら  29km  上  流  ま  で  が、 
 潮  の  影  響  を  受  け  る  感  潮  区  間  と  なっ  て  い  る。 
    令  和  ３  年  ８  ⽉  の  豪  ⾬  の  際  に  は、  ９  ⽇  間  に  わ  たっ  て  合  計  1,256mm  の  降  ⾬  が  あ  り、 
 市  内  12  箇  所  の  排  ⽔  ポ  ン  プ  場  の  う  ち  ７  箇  所  の  ポ  ン  プ  場  を  ３  回、  合  計  ８  時  間  30  分  停  ⽌ 
 し  た  こ  と  に  よ  り、  内  ⽔  氾  濫  に  よ  る  浸  ⽔  被  害  が  広  範  囲  で  発  ⽣  し  た。 
    令  和  元  年  と  令  和  ３  年  の  豪  ⾬  被  害  を  踏  ま  え  て、  令  和  ３  年  11  ⽉  に  「新‧  創  造  的  復  興  プ 
 ラ  ン」  を  策  定  し、  「気  候  変  動  に  対  応  し  た、  ⽔  と  共  に  ⽣  き  る  ま  ち  へ」  を  ス  ロー  ガ  ン 
 に、  次  の  点  に  取  り  組  む  こ  と  と  し  て  い  る。 
  ‧     ２  年  で  ２  回  の  災  害  を  受  け、  被  災  さ  れ  た  ⽅々  の  ⽣  活  再  建  を  最  優  先  と  し、  ⼀  ⽇  も 

 早  い  復  旧  に  全  ⼒  で  取  り  組  む。 
  ‧     抜  本  的  な  治  ⽔  対  策  に  加  え、  さ  ら  な  る  気  候  変  動  を  ⾒  込  ん  で、  被  害  を  最  ⼩  化  す  る 

 取  組  を  進  め、  「床  上  浸  ⽔  ゼ  ロ」  を  ま  ず  ⽬  指  す。 
  ‧     ⼦  や  孫  の  代  ま  で  ⼤  切  な  ふ  る  さ  と  を  守  り、  「やっ  ぱ  り  武  雄」  と  安  ⼼  し  て  住  み  続 

 け  ら  れ  る  よ  う、  創  造  的  復  興  に  取  り  組  む。 
    こ  れ  に  伴  い、  治  ⽔  対  策  を  強  化  す  る  た  め  に、  治  ⽔  対  策  専  ⾨  の  「治  ⽔  対  策  課」  を  新  設 
 し、  国  や  県  の  治  ⽔  対  策  と  の  連  絡  調  整‧  事  業  推  進  と、  庁  内  各  部  署  と  の  連  携‧  各  事  業  の 
 進  捗  管  理  を  担っ  て  い  る。 
    治  ⽔  対  策  は、  こ  れ  ま  で  の  河  川  対  策  に  加  え、  住  ま  い  ⽅  を  ⼯  夫  す  る  な  ど、  ま  ち  づ  く  り 
 と  河  川  対  策  が  調  和  し  た  「流  域  治  ⽔」  へ  の  転  換  が  求  め  ら  れ  て  い  る。 
    市  内  を  流  れ  る  六  ⾓  川  の  流  域  治  ⽔  プ  ロ  ジェ  ク  ト  に  お  い  て  は、  河  川  の  整  備  と  し  て、  河 
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 道  掘  削  や  ヨ  シ  繁  茂  抑  制  対  策、  安  ⼼  し  て  避  難  で  き  る  環  境  整  備  と  し  て、  避  難  施  設  の  充  実 
 や  地  域  避  難  所  へ  の  備  蓄  品  の  事  前  配  備  を  ⾏っ  て  い  る  ほ  か、  ⼀  部  の  地  域  で  は、  住  ⺠  ⾃  ら 
 が、  避  難  セッ  ト  の  事  前  配  備  と  し  て、  ⾃  分  が  使  う  も  の  を  避  難  す  る  地  区  公  ⺠  館  へ  ⾃  分  で 
 配  備  し  て  お  く  取  組  な  ど  も  ⾏  わ  れ  て  い  る。 
    ま  た、  「伝  え  る」  で  は  な  く  「伝  わ  る」  プッ  シュ  式  の  情  報  提  供  が  で  き  る  よ  う  に、  ⼾ 
 別  受  信  機  の  設  置  や  防  災  ア  プ  リ  の  配  信  な  ど  に  取  り  組  ん  で  い  る。 
    そ  の  ほ  か、  災  害  の  記  憶  の  ⾵  化  を  防  ⽌  す  る  た  め 
 の  実  績  浸  ⽔  深  看  板  の  設  置  や  災  害  記  録  誌  の  作  成、 
 有  事  の  際  に  連  絡  が  取  れ  る  よ  う  に  顔  の  ⾒  え  る  関  係 
 を  構  築  す  る  た  め、  ボ  ラ  ン  ティ  ア  協  ⼒  団  体  と  の  定 
 期  的  な  ⽀  援  者  会  議  な  ど  を  ⾏っ  て  い  る。 
    武  雄  市  に  よ  る  治  ⽔  対  策  事  業  と  し  て  は、  「た  め 
 る」  こ  と  が  中  ⼼  で、  た  め  池  の  浚  渫  や  低  ⽔  管  理、 
 ⽥  ん  ぼ  ダ  ム  の  拡  ⼤、  市  ⺠  ⼀  ⼈  ⼀  ⼈  が  ⾬  ⽔  を  た  め 
 る  た  め  の  タ  ン  ク  購  ⼊  補  助  や  貯  留  広  場  整  備  補  助  の 
 ほ  か、  既  存  ダ  ム  の  事  前  放  流、  遊  ⽔  公  園  の  整  備  な 
 ど  を  ⾏っ  て  い  る。 
    流  域  治  ⽔  で  ⼤  事  な  こ  と  は、  「河  川  以  外  の  場  所 
 で  も  治  ⽔  対  策  に  取  り  組  む  こ  と」  「治  ⽔  対  策  に  み 
 ん  な  で  取  り  組  む  こ  と」  「⾃  分  の  こ  と  と  し  て  治  ⽔ 
 を  考  え  る  こ  と」  で  あ  り、  こ  れ  ら  を  理  解  い  た  だ  く 
 た  め、  ま  た、  治  ⽔  対  策  の  ⾒  え  る  化  の  た  め、  防  災 
 や  ま  ち  づ  く  り  分  野  と  ⼀  体  的  な  シ  ン  ポ  ジ  ウ  ム  を  開 
 催  し  た  り、  市  の  広  報  誌  に  お  い  て、  シ  リー  ズ  で 
 「武  雄  の  治  ⽔」  を  掲  載  す  る  な  ど、  情  報  発  信  に  取 
 り  組  ん  で  い  る。 

 ＜  委  員  の  所  感  ＞ 
    武  雄  市  の  特  徴  は、  治  ⽔  対  策  の  専  ⾨  部  署  を  新  設  し  て  国‧  県  と  密  接  に  連  携  し  て  い  る  こ 
 と  と、  庁  内  各  部  署  に  も  治  ⽔  プ  ラ  ン  に  基  づ  く  各  事  業  を  展  開  し  て  い  る  と  こ  ろ  で  あ  る。  ソ 
 フ  ト  ⾯  で  は、  ハ  ザー  ド  マッ  プ  に  加  え、  防  災  ア  プ  リ  に  よっ  て  リ  ア  ル  タ  イ  ム  に  情  報  を  発 
 信  し  て  い  る。 
    ３  者  が  協  働  し  て  ⾏  う  流  域  治  ⽔  の  考  え  ⽅  の  も  と、  本  川  に  お  け  る  国‧  県  と  の  連  携  に  よ 
 る  治  ⽔  対  策、  本  川  に  注  ぐ  各  ⽀  川  の  き  め  細  や  か  な  取  組  状  況  が  ⼤  い  に  参  考  に  なっ  た。 

    舞  鶴  市  の  由  良  川  と  類  似  し  た  六  ⾓  川  は、  勾  配  の  な  い  な  め  ら  か  な  蛇  ⾏  河  川  で  あ  り、  特 
 筆  す  べ  き  点  は、  有  明  海  の  ⼲  満  差  が  6m  あ  り、  洪  ⽔  時  に  お  け  る  排  ⽔  が  ⾮  常  に  困  難  で、 
 河  道  等  の  整  備  の  み  で  は、  浸  ⽔  被  害  解  消  が  困  難  と  さ  れ  て  お  り、  早  期  の  流  域  ⼀  体  と  なっ 
 た  対  策  が  必  要  と  さ  れ  て  い  る。  舞  鶴  は、  幸  い  な  こ  と  に  潮  位  変  動  は  30cm  〜  50  ㎝  程  度  で 
 あ  り、  こ  の  点  で  は  恵  ま  れ  て  い  る。 
    対  策  に  つ  い  て  は、  舞  鶴  市  と  同  様  で  あ  る  が、  洪  ⽔  調  整  池、  遊  ⽔  池、  貯  留  整  備  等  に  つ 
 い  て  は、  改  め  て  整  備  を  よ  り  推  進  す  る  必  要  性  を  感  じ  た。 
    中  で  も、  学  校  の  グ  ラ  ウ  ン  ド  な  ど、  公  共  施  設  を  活  ⽤  し  た  ⾬  ⽔  貯  留  に  つ  い  て  は、  様々 
 な  ハー  ド  ル  が  あ  り  つ  つ  も  実  施  さ  れ  て  い  る  点  な  ど  が  参  考  に  なっ  た。 

    令  和  ５  年  に、  国‧  県‧  市  が  ⼀  体  と  なっ  て  六  ⾓  川  流  域  ⽔  害  対  策  協  議  会  を  設  ⽴  し、  令 
 和  ７  年  に  は、  流  域  ⽔  害  対  策  計  画  を  策  定  し  て、  こ  れ  ま  で  以  上  に、  流  域  治  ⽔  を  計  画  的、 
 効  果  的、  か  つ  早  期  に  進  め  る  よ  う、  河  川  管  理  者‧  下  ⽔  道  管  理  者  及  び  流  域  ⾃  治  体  な  ど  が 
 協  働  し  て  総  合  的  な  浸  ⽔  被  害  対  策  を  定  め、  令  和  ３  年  ８  ⽉  と  同  様  の  ⾬  に  対  し  て  「床  上  浸 
 ⽔  ゼ  ロ」  を  図  る  と  明  確  な  基  準  が  定  め  ら  れ  て  い  る。 
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    武  雄  市  の  流  域  治  ⽔  の  取  組  は、  過  去  の  災  害  を  教  訓  に  市  ⺠  と  ⼀  体  と  なっ  て  ⼤  掛  り  に  ⾏ 
 わ  れ  て  い  る  と  感  じ  た。  学  ぶ  べ  き  と  こ  ろ  は  多  く  あっ  た。 

    こ  の  地  域  は  低  平  地  で、  有  明  海  の  潮  位  変  動  に  よ  り、  洪  ⽔  時  の  排  ⽔  が  困  難  な  地  域  で  あ 
 る  た  め、  ⾏  政  と  し  て  ⾏  え  る  こ  と  は  実  施  さ  れ  て  お  り、  地  域  住  ⺠  に  も  協  ⼒  を  求  め  ら  れ  て 
 い  る。 
    市  ⺠  に  よ  る  治  ⽔  対  策  と  し  て、  貯  留  タ  ン  ク  設  置  補  助  ⾦、  ⾬  ⽔  貯  留  浸  透  施  設  整  備  奨  励 
 ⾦  （浸  透  桝、  透  ⽔  性  舗  装  な  ど）、  ⽥  ん  ぼ  ダ  ム、  た  め  池、  農  業  ⽤  ⽔  路  な  ど  が  あ  り、  こ 
 の  よ  う  な  ⾏  政  と  市  ⺠  が  ⼀  体  と  なっ  た  取  組  も  必  要  で  あ  る  と  感  じ  た。 

    令  和  の  ２  回  の  豪  ⾬  を  受  け  て  の  対  策  と  し  て、  ⼀  番  印  象  に  残っ  た  の  は、  海  ⽔  ⾯  の  ⼲  満 
 の  差  が  ⾮  常  に  ⼤  き  い  点  と、  京  都  府  で  は  ま  だ  指  定  の  な  い、  特  定  都  市  河  川  と  流  域  の  指  定 
 が  さ  れ  て  い  る  こ  と。  指  定  さ  れ  る  こ  と  で、  都  市  計  画  や  市  ⺠  ⽣  活  に  制  限  や  ⼿  間  が  ⽣  じ  る 
 が、  武  雄  市  で  は、  市  ⺠  も  協  ⼒  し  て  ⽔  害  に  備  え  よ  う  と  取  り  組  ま  れ  て  い  た。 
    ま  た、  ⺠  間  企  業  の  協  ⼒  な  ど  で  ⾞  両  退  避  場  の  確  保  も  ⾏  わ  れ  て  お  り、  令  和  元  年  の  約 
 1200  台  の  被  害  か  ら、  令  和  ３  年  で  は  半  分  以  下  の  約  500  台  ま  で  減  少  し  た  こ  と  は、  成  果  と 
 し  て  ⼤  き  い  と  感  じ、  本  市  で  も  予  算  を  確  保  せ  ず  と  も、  す  ぐ  に  ⾏  え  る  取  組  で  あ  る  た  め、 
 提  ⾔  し  て  い  き  た  い  と  思っ  た。 
    さ  ら  に、  防  災  ア  プ  リ  で  の  細  か  な  情  報  の  配  信  は、  本  市  で  も  参  考  に  な  る。  本  市  は、  防 
 災  ア  プ  リ  の  運  ⽤  後、  ⼤  規  模  な  ⼤  ⾬  や、  災  害  に  は  ⾒  舞  わ  れ  て  い  な  い  が、  今  後  の  活  ⽤  の 
 ア  イ  ディ  ア  と  し  て  取  り  ⼊  れ  た  い。 

    排  ⽔  ポ  ン  プ  を  多  く  設  置  し  て  い  る  が、  河  川  ⽔ 
 位  の  上  昇  に  伴  う  運  転  停  ⽌  が、  令  和  元  年  度  は  ３ 
 時  間  10  分、  令  和  ３  年  度  は  8  時  間  30  分  に  も  及  ん 
 で  い  る。  こ  の  こ  と  を  受  け、  落  ⽔  対  策  に  専  ⾨  の 
 職  員  ２  名、  兼  務  職  員  ５  名  の  計  ７  名  の  体  制  か 
 ら、  現  在  は、  専  ⾨  職  員  ７  名  で  対  応  し  て  い  る。 
    舞  鶴  市  に  お  い  て  も、  今  後  の  海  ⽔  ⾯  の  上  昇  が 
 考  え  れ  る  中  で、  排  ⽔  ポ  ン  プ  を  稼  働  し  続  け  る  こ 
 と  が  で  き  る  の  か。  ま  た、  ポ  ン  プ  稼  働  後  も  床  下 
 浸  ⽔  が  想  定  さ  れ  て  い  る  た  め、  被  害  の  最  ⼩  化  対 
 策  を  考  え  て  い  く  必  要  性  を  感  じ  た。 
    た  め  池  活  ⽤  の  強  化  や  ⽥  ん  ぼ  ダ  ム  の  拡  ⼤  な  ど  に  加  え、  ⼀  ⼈  ⼀  ⼈  が  ⾬  ⽔  を  貯  め  る  取  組 
 を  さ  れ  て  お  り、  舞  鶴  市  に  お  い  て  も、  ⾬  ⽔  を  貯  め  る  対  策  を  さ  ら  に  検  討  す  べ  き  で  あ  る  と 
 感  じ  た。 

 【唐  津  市】 
 ＜  対  応  い  た  だ  い  た  ⽅  ＞ 
 唐  津  市  議  会     事  務  局 
 唐  津  市     ⽔  産  業  活  性  化  ⽀  援  セ  ン  ター  ⻑、  農  林  ⽔  産  部  ⽔  産  課  ⽔  産  係  ⻑ 

 ＜  調  査  事  項  に  関  す  る  説  明  の  概  要  ＞ 
    唐  津  市  ⽔  産  業  活  性  化  ⽀  援  セ  ン  ター  の  施  設  は、  研  究  室  や  精  密  分  析  機  器  室  な  ど  が  あ  る 
 研  究  棟、  海  ⽔  調  温  設  備  や  隔  離  飼  育  室  な  ど  が  あ  る  ⽔  槽  棟  の  ほ  か、  取  ⽔‧  排  ⽔  施  設、  ろ 
 過  施  設  で  構  成  さ  れ  て  お  り、  九  州  ⼤  学  と  の  共  同  研  究  を  ⾏っ  て  い  る。 
    平  成  24  年  ４  ⽉  か  ら  令  和  ２  年  ３  ⽉  ま  で  は、  新  ⽔  産  資  源  創  出  研  究  プ  ロ  ジェ  ク  ト  と  し 
 て、  九  州  ⼤  学  か  ら  研  究  者  ３  ⼈、  研  究  補  助  者  ３  ⼈、  唐  津  市  か  ら  職  員  ２  ⼈  の  体  制  で、  運 
 営  費  は  全  て  唐  津  市  が  負  担  し  て  研  究  を  ⾏っ  て  い  た。 
    そ  の  成  果  と  し  て、  ⽇  本  初  の  完  全  養  殖  マ  サ  バ  の  量  産‧  販  売  と、  世  界  初  の  お  と  な  し  い 
 マ  サ  バ  の  作  出  （ゲ  ノ  ム  編  集  性  格  変  化）  が  あ  る。 
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    令  和  ２  年  ４  ⽉  か  ら  は、  オー  プ  ン  イ  ノ  ベー  ショ  ン  研  究‧  実  ⽤  化  推  進  事  業  と  し  て、  九 
 州  ⼤  学  の  学  ⽣  も  加  わっ  た  体  制  で、  施  設  管  理  費  は  唐  津  市  の  負  担、  研  究  費  は  外  部  資  ⾦  に 
 よっ  て  運  営  し  て  い  る。  具  体  的  に  は、  「戦  略  的  育  種‧  ⽣  産  基  盤  に  基  づ  い  た  マ  サ  バ  養  殖 
 産  業  の  構  築」  と  し  て、  マ  サ  バ  養  殖  産  業  の  発  展  に  む  け  た  研  究  に  取  り  組  ん  で  い  る。 
    ⽇  本  で  初  め  て  量  産  に  成  功  し  た  完  全  養  殖  の  マ  サ  バ  は、  「唐  津  Ｑ  サ  バ」  と  名  付  け、  唐 
 津  の  新  名  物  に  し  て、  唐  津  を  元  気  に  し  た  い  と  の  思  い  で、  ブ  ラ  ン  ド  化  等  に  取  り  組  ん  で  い 
 る。 
    完  全  養  殖  の  過  程  と  し  て  は、  採  卵  と  稚  ⿂  飼  育  ま  で  を  セ  ン  ター  で  ⾏  い、  ふ  化  後  40  ⽇ 
 70mm  程  度  に  なっ  た  時  点  で  海  ⾯  養  殖  の  ⽣  簀  に  移  し  て  い  る。 
    ア  ナ  ゴ  や  イ  カ  な  ど  で  も  基  礎  研  究  を  ⾏っ  て  い  た  が、  マ  サ  バ  を  選  ん  だ  理  由  は、  ⾼  度  不 
 飽  和  脂  肪  酸  （Ｄ  Ｈ  Ａ  や  Ｅ  Ｐ  Ａ）  が  豊  富  で  健  康  に  良  い  こ  と、  刺  し  ⾝、  し  め  サ  バ、  味  噌 
 煮、  塩  焼  き、  フ  ラ  イ  な  ど、  調  理  法  も  た  く  さ  ん  あ 
 り  お  い  し  い  こ  と、  ま  た、  特  に  福  岡  で  サ  バ  が  ソ  ウ 
 ル  フー  ド  と  なっ  て  い  る  こ  と  が  挙  げ  ら  れ  る。 
    天  然  マ  サ  バ  の  弱  い  と  こ  ろ  と  し  て、  季  節  に  よ  り 
 味  が  変  わ  る  （旬  以  外  は  味  が  落  ち  る）  こ  と、  鮮  度 
 落  ち  が  早  い  こ  と、  ⾷  中  毒  の  危  険  （ア  ニ  サ  キ  ス  の 
 寄  ⽣）  が  あ  る  こ  と、  漁  獲  が  不  安  定  で  あ  る  こ  と  が 
 挙  げ  ら  れ  る  が、  完  全  養  殖  マ  サ  バ  は、  そ  の  弱  み  を 
 解  消  し、  脂  の  乗  り  が  年  中  良  く、  ⽣  き  た  ま  ま  販  売 
 す  る  た  め  鮮  度  が  良  く、  寄  ⽣  ⾍  の  ⼼  配  も  な  く、  漁 
 況  の  影  響  が  な  い。 
    完  全  養  殖  マ  サ  バ  の  特  徴  を  ⽣  か  し  て  ブ  ラ  ン  ド  化 
 を  推  進  し、  「呼  ⼦  の  イ  カ」  に  次  ぐ  唐  津  の  新  し  い 
 名  物  と  し  て  「唐  津  Ｑ  サ  バ」  を  定  着  さ  せ  た  い。 
    唐  津  Ｑ  サ  バ  の  「Ｑ」  は、  九  州  ⼤  学  と  ク  オ  リ 
 ティ  の  意  味  か  ら  名  付  け  た  も  の  で、  商  標  登  録  し  て  い  る。 
    流  通  経  路  と  し  て  は、  委  託  し  て  い  る  養  殖  業  者  か  ら  ⽞  海  漁  協  を  通  じ  て  仲  卸  業  者、  活  漁 
 業  者、  ⼩  売  店  に  販  売  し  て  お  り、  活  ⿂  の  取  扱  店  は、  市  内  に  30  店  舗  あ  る  ほ  か、  県  外  で  は 
 福  岡  県  で  取  扱  わ  れ  て  お  り、  400g  〜  500g  の  活  ⿂  が  1,800  円  程  度  で  販  売  さ  れ  て  い  る。 
    出  荷  数  量  は、  毎  年  約  20,000  尾  で  あ  る  が、  平  成  29  年  の  出  荷  開  始  以  来、  ア  ニ  サ  キ  ス 
 の  寄  ⽣  は  １  件  も  確  認  さ  れ  い  な  い。 
    今  後  は、  施  設  の  整  備  や  技  術  の  向  上  に  よ  る  種  苗  の  量  産  化、  養  殖  技  術  の  普  及‧  向  上  や 
 環  境  適  応  に  よ  る  養  殖  ⽣  存  率  の  向  上、  販  売  数  の  増  加  と  消  費  地  域  の  拡  ⼤  に  よ  り、  認  知  度 
 の  向  上、  収  益  の  増  加、  ⽣  産  者  の  増  加  か  ら、  漁  業  の  活  性  化、  地  域  の  活  性  化  に  つ  な  げ  て 
 い  き  た  い。 
   

 ＜  委  員  の  所  感  ＞ 
    舞  鶴  市  に  お  い  て  も、  京  都  ⼤  学  の  ⽔  産  実  験  所  が  あ  り、  教  員  は  教  授  １  名、  準  教  授  １ 
 名、  助  教  ４  名  が  所  属  さ  れ、  ま  た、  研  究  員  １  名、  技  術  職  員  ２  名、  事  務  職  員  １  名  を  は  じ 
 め、  10  名  以  上  の  職  員  が  所  属  を  さ  れ、  研  究  教  育  活  動  を  ⽀  え  ら  れ  て  い  る  こ  と  か  ら、  今 
 後  の  京  都  ⼤  学  と  の  連  携  に  よ  り、  新  し  い  イ  ノ  ベー  ショ  ン  が  構  築  で  き  る  こ  と  を  期  待  し  て 
 い  る。 

    ⼤  き  な  経  費  も  伴  う  ⼤  学  と  の  連  携  に  よ  り、  研  究  が  成  功  し、  新  た  な  ブ  ラ  ン  ド  の  創  出  に 
 つ  な  がっ  て  お  り、  こ  の  よ  う  な  真  似  は  容  易  で  は  な  い  が、  ⽔  産  業  の  将  来  の  あ  り  ⽅  を  考  え 
 る  上  で  有  意  義  な  視  察  で  あっ  た。 

    舞  鶴  市  で  も、  丹  後  と  り  ⾙  や  岩  ガ  キ  な  ど  ⺠  間  企  業  と  Ｉ  Ｃ  Ｔ  を  活  ⽤  し  た  取  組  が  な  さ  れ 
 て  い  る  が、  ⼤  学  と  の  連  携  も  模  索  す  る  必  要  が  あ  る  の  で  は  な  い  か。 

 4 



    例  え  ば、  京  都  ⼤  学  舞  鶴  ⽔  産  実  験  所  で  は、  ⿂  類  を  は  じ  め  と  す  る  ⽔  ⽣  ⽣  物  の  ⽣  態、  ⽣ 
 理、  ⾏  動、  分  類  及  び  ⽔  産  学  や  環  境  学  に  関  す  る  教  育  研  究  活  動  が  ⾏  わ  れ  て  い  る。  ⽔  産  資 
 源  の  確  保  や  新  た  な  ビ  ジ  ネ  ス  チャ  ン  ス  と  し  て  の  観  点  か  ら  も、  京  都  ⼤  学  や  市  内  の  学  術  機 
 関  と  の  連  携  を  お  願  い  し  た  い。 

    予  算  と  ネッ  ト  ワー  ク  を  駆  使  し  た  取  組  は、  本 
 市  で  も、  京  都  ⼤  学  の  ⽔  産  研  究  所  と  も  い  ず  れ  ⾏ 
 い  た  い  と  切  に  思っ  た。  ま  た、  ⼈  ⼯  海  ⽔  で  は  な 
 く  取  ⽔  で  海  ⽔  利  ⽤  し  て  い  る  が、  ア  ニ  サ  キ  ス  等 
 の  寄  ⽣  ⾍  の  混  ⼊  が  今  の  と  こ  ろ  ⾒  ら  れ  て  い  な  い 
 の  は、  寄  ⽣  ⾍  が  つ  き  や  す  い  サ  バ  の  イ  メー  ジ  を 
 変  え  る  の  に  有  効  で  あ  り、  安  全  な  サ  バ  の  普  及  に 
 繋  がっ  て  お  り、  通  年  で  の  安  定  供  給  で、  収  ⼊  も 
 安  定  し  や  す  い  と  思  う。  し  か  し、  飼  料  の  価  格 
 等、  今  後  の  課  題  も  あ  る  こ  と  か  ら、  注  視  し  て  い 
 き  た  い。 

    舞  鶴  市  に  お  い  て  も、  新  た  な  ⽔  産  物  ブ  ラ  ン  ド  を  考  え  る  と、  養  殖  が  品  質  や  提  供  に  ⾮  常 
 に  有  利  と  考  え  る。  ま  た、  唐  津  市  ⽔  産  業  活  性  化  セ  ン  ター  の  よ  う  な  施  設  は、  予  算  の  確  保 
 が  ⼤  変  で  あ  る  と  考  え  る  が、  京  ⼤  ⽔  産  学  部  や  京  都  府  海  洋  セ  ン  ター、  栽  培  セ  ン  ター、  京 
 都  府  漁  協  等  の  協  ⼒  を  得  な  が  ら  新  た  な  ブ  ラ  ン  ド  を  考  え  る  こ  と  が  必  要  と  感  じ  た。 
    ま  た、  舞  鶴  市  に  お  い  て  も、  舞  鶴  の  ブ  ラ  ン  ド  産  品  や  旬  の  ⿂  な  で  を  紹  介  し  た  り  取  扱  店 
 の  紹  介  も  し  て  お  り、  そ  う  し  た  取  組  は  進  ん  で  い  る  と  感  じ  た。  ⼀  ⽅、  舞  鶴  産  の  美  味  し  い 
 ⿂  が  舞  鶴  市  で  消  費  さ  れ  ず  に  京  阪  神  や  東  京  ⽅  ⾯  に  全  て  発  送  さ  れ  る  こ  と  が  あ  る  た  め、  舞 
 鶴  へ  来  て  い  た  だ  い  て  ⾷  べ  て  い  た  だ  く  取  組  を  さ  ら  に  す  べ  き  と  感  じ  た。 

 【⻑  崎  市】 
 ＜  対  応  い  た  だ  い  た  ⽅  ＞ 
 ⻑  崎  市  議  会     事  務  局 
 ⻑  崎  市     ⽔  産  農  林  部  ⽔  産  振  興  課  振  興  係  ⻑ 

 ＜  調  査  事  項  に  関  す  る  説  明  の  概  要  ＞ 
    ⻑  崎  市  に  お  け  る  ⽔  産  ⾏  政  の  関  係  部  署  と  し  て  は、  ⽔  産  農  林  部  の  中  に、  ⽔  産  農  林  政  策 
 課、  ⽔  産  振  興  課、  ⽔  産  農  林  整  備  課  が  あ  り、  経  済  産  業  部  の  中  の  商  業  振  興  課  に  お  い  て  も 
 ふ  る  さ  と  物  産  振  興  の  担  当  が  あ  り、  合  計  で  41  ⼈  の  職  員  体  制  と  なっ  て  い  る。 
    ⽔  産  関  係  の  予  算  規  模  は、  令  和  ７  年  度  の  当  初  予  算  ベー  ス  で  約  ９  億  ７  千  万  で  あ  る  が、 
 そ  の  中  に  は  ⽔  族  館  の  運  営  経  費  も  含  ま  れ  て  い  る。 
    漁  業  協  同  組  合  は、  市  内  に  ７  つ  あ  り、  主  な  漁  業  の  種  類  と  し  て  は、  ま  き  網  漁  業、  養  殖 
 漁  業、  刺  網  漁  業、  底  び  き  網  漁  業、  ⼩  型  定  置  網  漁  業、  は  え  縄  漁  業  で  あ  る。 
    漁  業  ⽣  産  量  は、  令  和  ４  年  の  統  計  に  よ  る  と、  ⻑  崎  県  全  体  で  26.6  万  ト  ン  に  対  し、  ⻑  崎 
 市  は  3.6  万  ト  ン  で、  内  訳  と  し  て  は、  ま  き  網  漁  業  が  約  75  ％  を  占  め  て  い  る。 
    ⻑  崎  市  ⽔  産  振  興  計  画  は、  ⻑  崎  市  総  合  計  画  の  ⽔  産  分  野  に  お  け  る  個  別  計  画  で、  ⽔  産  振 
 興  に  お  け  る  取  組  の  ⽅  向  性  を  ⽰  す  も  の。  計  画  期  間  は、  総  合  計  画  に  あ  わ  せ  る  形  で  ４  年  間 
 と  し  て  い  る。 
    体  系  と  し  て  は、  ⽔  産  業  を  環  境  変  化  に  強  く  活  気  の  あ  る  持  続  可  能  な  産  業  に  す  る  こ  と  を 
 基  本  施  策  と  し、  そ  の  た  め  の  個  別  施  策  と  し  て  ４  項  ⽬、  個  別  施  策  の  取  組  ⽅  針  と  し  て  ７  項 
 ⽬、  ⽅  針  に  基  づ  く  取  組  と  し  て  １  ７  項  ⽬  を  定  め、  そ  れ  ぞ  れ  の  取  組  に  は、  現  状、  課  題  と 
 具  体  的  な  取  組  の  内  容  を  記  載  し  て  い  る。 
    ⽔  産  業  の  担  い  ⼿  確  保  に  関  す  る  取  組  と  し  て  は、  受  ⼊  地  域  の  確  保  及  び  体  制  整  備、  漁  業 
 の  担  い  ⼿  の  確  保、  新  規  就  業  者‧  後  継  者  に  対  す  る  地  域  漁  業  へ  の  定  着  に  係  る  ⽀  援、  働  き 
 ⽅  改  ⾰  の  推  進  を  掲  げ  て  い  る。 
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    情  報  収  集  の  段  階  か  ら  着  業  ま  で、  新  規  漁  業  就  業  に  お  け  る  ス  テー  ジ  別  に  ⽀  援  を  ⾏  う  こ 
 と  と  し  て  お  り、  担  い  ⼿  体  験  取  組  事  業  で  は、  未  就  学  児  か  ら  １  ８  歳  に  達  す  る  ま  で  の  者  の 
 漁  業  体  験  研  修  を  実  施  す  る  こ  と  と  し  て、  令  和  ７  年  度  は、  ま  き  網  漁  業  の  ⼤  型  漁  船  へ  の  乗 
 船  体  験  を  実  施  し  た。 
    受  け  ⽫  づ  く  り  推  進  事  業  で  は、  新  規  漁  業  者  の  受  ⼊  体  制  整  備  を  ⾏  う  こ  と  と  し  て  お  り、 
 令  和  ７  年  度  は、  漁  業  就  業  ⽀  援  フェ  ア  へ  の  出  展、  漁  業  就  業  ⽀  援  に  係  る  パ  ン  フ  レッ  ト  の 
 作  成  を  ⾏  う。 
    漁  業  就  業  実  践  研  修  事  業  で  は、  漁  業  就  業  希  望  者  が  研  修  期  間  中  に  必  要  と  す  る  ⽣  活  費、 
 資  材  費  等  の  ⽀  援  と  指  導  者  へ  の  謝  ⾦  を  ⽀  出  し  て  お  り、  令  和  ７  年  度  か  ら  は、  兼  業  漁  師  へ 
 も  ⽀  援  す  る  制  度  に  拡  充  し  た。 
    国  事  業  へ  の  つ  な  ぎ  と  な  る  ⽀  援  で  は、  漁  業  研  修  希  望  者  が  国  の  研  修  事  業  で  あ  る  経  営  体 
 育  成  総  合  ⽀  援  事  業  を  活  ⽤  す  る  場  合  に  お  い  て、  予  算  の  執  ⾏  状  況  や  相  談  時  期  に  よっ  て  ⽣ 
 じ  る  ⽝  種  開  始  ま  で  の  待  機  期  間  に、  つ  な  ぎ  と  な  る  ⽀  援  （お  試  し  就  業）  を  実  施  す  る。 
    新  規  就  業  者  フォ  ロー  アッ  プ  事  業  で  は、  研  修  終  了  後  の  新  規  着  業  者  に  対  し、  着  業  後  の 
 経  営  が  不  安  定  な  時  期  の  継  続  的  な  ⽀  援  と  し  て、  初  期  投  資  ⽀  援  の  ほ  か  に、  最  ⼤  ３  年  の  経 
 常  経  費  ⽀  援  を  ⾏っ  て  い  る。 
    ⽔  産  物  の  消  費  拡  ⼤  に  関  す  る  取  組  と  し  て  は、  令  和  ３ 
 年  度  か  ら  「さ  し  み  シ  ティ」  を  キャッ  チ  コ  ピー  と  し  た 
 プ  ロ  モー  ショ  ン  を  開  始  し、  飲  ⾷  店、  スー  パー  マー 
 ケッ  ト  な  ど  の  ⺠  間  事  業  者  や  ⼤  学  と  連  携  し  な  が  ら、  ⻑ 
 崎  の  ⿂  の  認  知  度  向  上、  消  費  拡  ⼤  を  図っ  て  き  て  い  る。 
    観  光  客  向  け  に  は、  ⻑  崎  の  ⿂  を  起  点  と  し  た  さ  ら  な  る 
 交  流  ⼈  ⼝  拡  ⼤、  観  光  消  費  額  向  上  に  資  す  る  取  組  と  す  る 
 た  め、  「旅  ナ  カ」  の  み  な  ら  ず、  「旅  マ  エ」  や  「旅  ア 
 ト」  を  意  識  し  た  情  報  発  信  や  コ  ン  テ  ン  ツ  造  成  が  連  動  し 
 た  プ  ロ  モー  ショ  ン  を  展  開  す  る  こ  と  で、  好  循  環  化  を  ⽬ 
 指  す。 
    市  ⺠  向  け  に  は、  ⻑  崎  の  ⿂  を  シ  ビッ  ク  プ  ラ  イ  ド  と  し 
 て  定  着  さ  せ  る  た  め、  スー  パー  マー  ケッ  ト  等  と  連  携  し 
 た  キャ  ン  ペー  ン  等  を  実  施  し、  「さ  し  み  シ  ティ」  を  起 
 点  に、  ⻑  崎  を  ⿂  で  盛  り  上  げ  る  機  運  を  醸  成  す  る。 

 ＜  委  員  の  所  感  ＞ 
    第  ４  次  ⻑  崎  ⽔  産  振  興  計  画  に  基  づ  き、  ⽔  産  資  源  の  減  少  や  ⽔  産  就  業  者  の  減  少  及  び  ⾼  齢 
 化  な  ど  の  厳  し  い  現  状  の  中  で、  振  興  計  画  に  基  づ  き  次  世  代  を  担  う  強  い  経  営  体  づ  く  り  を  具 
 体  的  に  進  め  ら  れ  て  お  り  ⼤  い  に  参  考  に  なっ  た。 

    市  ⺠  と  議  会  の  わ  が  ま  ち  トー  ク  で  は、  ⽔  産  業  の  未  来  を  テー  マ  に、  担  い  ⼿  や  消  費  拡  ⼤ 
 に  つ  い  て、  漁  業  者、  流  通  業  者、  消  費  者  （市  ⺠）  が、  そ  れ  ぞ  れ  の  ⽴  場  で  事  業  者  が  で  き 
 る  こ  と、  ⾏  政  が  で  き  る  こ  と、  消  費  者  （市  ⺠）  が  で  き  る  こ  と  に  つ  い  て、  ワー  ク  ショッ 
 プ  形  式  で  議  論  を  深  め  た  が、  今  回、  ⻑  崎  市  で  教  授  い  た  だ  い  た  内  容  を  踏  ま  え、  さ  ら  に  深 
 め  る  こ  と  が  で  き、  良  い  視  察  で  あっ  た。  今  後  の  ⽔  産  業  振  興  に  ⽣  か  し  て  い  き  た  い。 

    ⻑  崎  市  に  お  い  て  も、  ⼈  ⼝  が  40  万  ⼈  を  下  回  る  な  ど、  ⼈  ⼝  減  少  に  ⻭  ⽌  め  が  か  か  ら  ず、 
 社  会  的、  経  済  的  な  問  題  が  深  刻  化  し  て  い  る。  全  国  で  も  ⽔  産  業  は  トッ  プ  ク  ラ  ス  に  あ  り、 
 「経  済  再  ⽣」  を  施  策  の  重  点  事  項  と  し  て  い  る。 
    ⽔  産  業  に  関  わ  る  職  員  も  41  名  で、  地  場  産  業  と  し  て  ⼤  き  な  ウ  エ  イ  ト  を  占  め  て  い  る。 

    ⻑  崎  市  の  ⿂  を  シ  ビッ  ク  プ  ラ  イ  ド  と  し  て  定  着  さ  せ  る  取  組  は、  ⼤  変  い  い  こ  と  だ  と  思っ 
 た。  ま  ち  な  か  に  「さ  し  み  シ  ティ」  の  ポッ  プ  や  「さ  し  み  シ  ティ」  賛  同  店  舗  が  た  く  さ  ん 
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 ⾒  受  け  ら  れ、  ⾏  政‧  市  ⺠  の  思  い  を  強  く  感  じ  た。 
    本  市  に  お  い  て  も、  舞  鶴  産  の  ⿂  介  類  を  シ  ビッ  ク  プ  ラ  イ  ド  と  し  て  定  着  さ  せ、  消  費  拡  ⼤ 
 を  図  る  取  組  を  期  待  す  る。 

    ⻑  崎  市  の  ⽔  産  業  に  つ  い  て、  ⾮  常  に  多  く  の  情  報  を  い  た  だ  い  た。  他  市  で  も  最  近  話  題  に 
 なっ  て  い  る  フ  ルー  ツ  ⿂  の  開  発  も  ⾏  わ  れ  て  お  り、  ⼤  い  に  注  ⽬  す  べ  き  点  で  あっ  た。  担  い 
 ⼿  育  成  に  つ  い  て  も、  市  内  の  ⼦  供  た  ち  に  向  け  た  学  習  機  会  の  創  出  や、  新  規  就  業  者  へ  の  ⽀ 
 援  も  ⾏  わ  れ  て  お  り、  ⼈  材  育  成  ⽀  援  は  細  や  か  な  印  象  を  受  け  た。 
    ま  た、  消  費  に  つ  い  て  は、  「さ  し  み  シ  ティ」  を  推  進  さ  れ、  HP  や  冊  ⼦  で  PR  す  る  な 
 ど、  ま  ち  を  挙  げ  て  の  取  組  と  なっ  て  い  た。  市  ⺠  向  け  プ  ロ  モー  ショ  ン  に  つ  い  て  は、  地  元 
 スー  パー  と  連  携  し  た  取  組  や、  市  役  所  の  ⾷  堂  に  て、  ⻑  崎  ⼤  学  の  学  ⽣  さ  ん  た  ち  と  考  案  し 
 た  ⿂  料  理  の  サー  ビ  ス  ラ  ン  チ  の  提  供  に  よっ  て  周  知  し  て  お  り、  レ  シ  ピ  も  公  開  す  る  な  ど、 
 消  費  拡  ⼤  に  ⼒  を  ⼊  れ  ら  れ  て  い  た。 
    す  ぐ  で  き  る  こ  と  と、  で  き  な  い  こ  と  は  あ  る  も  の  の、  ⾮  常  に  参  考  に  な  る  例  が  多  い  視  察 
 だっ  た。  す  ぐ  出  来  る  こ  と  は、  早  速  働  き  か  け  て  い  き  た  い  と  思っ  た。 
    ま  た、  着  眼  点  を  変  え  る  こ  と、  ⿂  の  活  ⽤  ⽅  法  に  つ  い  て、  先  ⼊  観  を  捨  て  て、  ⼀  度  考  え 
 て  み  る  こ  と  で、  本  市  の  ⽔  産  業  の  振  興  拡  ⼤  に  何  か  つ  な  が  る  感  じ  が  す  る  た  め、  今  回  の  視 
 察  を  踏  ま  え  て  検  討  し  て  い  き  た  い。 

    ⻑  崎  市  の  ⽔  産  業  は、  殆  ど  が  中  ⼩  ま  き  網  漁  業  と  ⼤  中  ま  き  網  漁  業  が  ７  ６  パー  セ  ン  ト  を 
 占  め  て  い  た  が、  京  都  府  で  は、  ⼤  型  定  置  網  が  ８  ０  パー  セ  ン  ト  以  上  を  占  め  て  お  り、  全  国 
 で  最  も  ⾼  い  ⽐  率  と  なっ  て  い  る。  舞  鶴  で  も  同  様  で、  地  域  の  基  幹  産  業  で  も  あ  り、  あ  ら  ゆ 
 る  ⽀  援  策  を  考  え  る  べ  き  と  感  じ  た。 
    磯  焼  け  の  原  因  の  ⼀  つ  で  あ  る  ム  ラ  サ  キ  ウ  ニ  等  の  除  去  を  さ  れ  て  い  て  そ  の  様  ⼦  を  地  元  の 
 ⼩  学  校  で  講  義  を  さ  れ  て  い  た。  本  市  に  お  い  て  も、  漁  業  の  教  育‧  学  習  を  早  く  か  ら  取  り  ⼊ 
 れ  る  こ  と  に  よ  り、  漁  業  へ  の  関  ⼼  や  ⿂  ⾷  普  及  に  つ  な  が  る  の  で  は  な  い  か  と  感  じ  た。 
    ⻑  崎  市  ⽔  産  振  興  計  画  を  策  定  し、  ４  つ  の  取  組  ⽅  針  の  も  と  で  進  め  ら  れ  て  い  た。  本  市  に 
 お  い  て  も、  ⻑  崎  市  と  は  規  模  が  違  う  も  の  の、  計 
 画  を  策  定  を  し  て  取  り  組  め  ば、  ⽔  産  業  の  発  展  に 
 繋  が  る  と  感  じ  た。 
    新  規  就  業  者  に  は  市  独  ⾃  で  ⽉  5  万  円  の  ⽀  援  を 
 ３  年  間  実  施  さ  れ  て  お  り、  ⼀  ⼈  前  の  漁  業  者  に  な 
 る  に  は  年  数  が  か  か  る  た  め、  良  い  ⽀  援  で  あ  る  と 
 感  じ  た。 
    ⻑  崎  市  に  お  い  て  も、  ⻑  崎  ⼤  学  と  連  携  し  て  ⿂ 
 料  理  の  メ  ニュー  を  考  え  ら  れ、  市  役  所  の  レ  ス  ト 
 ラ  ン  で  提  供  を  さ  れ  て  い  た。  舞  鶴  市  で  も、  福  知 
 ⼭  効  率  ⼤  学  や  京  都  ⼤  学  と  連  携  が  で  き  れ  ば  よ  い 
 と  感  じ  た。 

 ＜  視  察  を  実  施  し  た  効  果  等  ＞ 
    治  ⽔  対  策  に  つ  い  て  は、  本  市  の  由  良  川  と  類  似  し  た  六  ⾓  川  流  域  の  取  組  を  学  び、  国  や  都 
 道  府  県  と  の  連  携  は  も  ち  ろ  ん  の  こ  と、  ⺠  間  企  業  や  市  ⺠  の  意  識  醸  成  と  協  ⼒  が  重  要  で  あ  る 
 こ  と  を  再  確  認  で  き  た。  次  年  度  の  さ  ら  な  る  調  査  と  議  論  に  つ  な  げ  て  い  き  た  い。 
    ⽔  産  業  の  振  興  に  つ  い  て  は、  全  国  的  な  課  題  に  特  効  薬  は  な  い  と  思  わ  れ  る  が、  唐  津  市  に 
 お  け  る  新  た  な  ⽔  産  資  源  の  創  出‧  活  ⽤  や、  ⻑  崎  市  に  お  け  る  ⽔  産  進  ⾏  計  画  に  基  づ  く  体  系 
 的  な  ⽀  援  等  は、  本  市  に  お  け  る  取  組  を  検  討  す  る  上  で  参  考  と  な  る  好  事  例  で  あっ  た。  今  回 
 の  調  査  や、  先  に  実  施  し  た  「市  ⺠  と  議  会  の  わ  が  ま  ち  トー  ク」  の  結  果  な  ど  を  踏  ま  え、  政 
 策  提  ⾔  に  向  け  て  協  議  し  て  い  き  た  い。 
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